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成 果 の 概 要

本プロジェクトでは、生徒の思考力・判断力などの高次な学習活動を記録し評価するための

新しい手法の開発を目指した。この取組では生徒の作品や取組の様子を電子ファイルや動画な

どの映像によって蓄積し評価情報として利用していくことが鍵とみられており、こうした評価

情報について電子的な記録の有効性についての検証を行っている。

２３年度は特に生徒のテスト結果の電子的保持、レポートなどの課題の記録などについて取

り組んだが、ADF 付き（自動紙送り）の機材では１クラス４０名の答案用紙が数分で取り込め

ることや、記録後の pdf 形式のファイルによる保管が大変便利で、生徒の学習の躓きなどを遡

って確認できるなど、これまで紙のコピーでは容易でなかった簡便性・経済性と優れた保管性

をもった記録方法であることが確認できた。

また、生徒のレポートの記録にも活用を行ったが、レポートの図に着色したものなどについ

ては、カラーの状態で電子的に保存することができるなど容易に学習状況の記録ができた。生

徒のルーズリーフノートなどの紙媒体も同様に ADF などを使って記録することができ、評価情

報として保存・活用する場面では、電子的な蓄積のもつ圧倒的な利便性を確認することができ

た。

成 果 の 公 表 の 状 況

国研の指定が２３・２４年と２カ年に渡っており、２３年度は特に公表を行っていない。

教育現場で活用可能な分野等

各教科のテスト結果の記録、ノート（Ａ４版までのルーズリーフ）やレポートなどの記録に

活用可能である。

配付可能な 指定研究の中間年度であり、特に資料の提供やドキュメントの掲載など

資料の有無 は行っていない。

ダウンロード 指定研究の中間年度であり、特に資料の提供やドキュメントの掲載など

可能な は行っていない。
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